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1.2006年度中間決算業績概況
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2.財務指標
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1.2006年度中間決算業績概況

▲ 81867785投資その他の資産

▲ 182,8072,789固定資産合計

754,8144,889総資産

581,5941,652有形固定資産
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5346無形固定資産

932,007　　流動資産
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3.貸借対照表要約（資産）
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1.2006年度中間決算業績概況

683,4153,483　　　　　純資産

0(24)(24)　　内少数株主持分

754,814 4,889 負債及び純資産合計

71,3991,406負債合計

70.8%

552
854

0.3ポイント70.5%　　自己資本比率

▲ 55606　　　　固定負債

62792　　　　流動負債
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4.貸借対照表要約（負債及び純資産）

*1　06年3月末は（資本＋少数株主持分）を純資産とした。
*2　自己資本比率=(純資産-少数株主持分)/負債及び純資産合計

（億円）
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５.営業利益増減分析
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1.セグメント別売上高・営業利益

2.セグメント別概況

（億円）



2.セグメント別概況

売上高 営業利益

ROA

減収・減益

増収・横ばい

増収・減益

増収・増益

汎用品向けペレット好調。シート需要停滞、モノマー事業縮小の影
響。

メタクリル

「セプトン」は数量好調。香料・農薬中間体は競合激化で厳しい状
況。全体として原燃料価格高騰影響を受ける。

イソプレン

ガソリンタンク向け需要は停滞、食品包装用途は好調に推移。製品
値上を進めるも、さらなる原燃料価格高騰の影響あり。

＜エバール＞

ポバールフィルムはＬＣＤ需要増と値上げにより売上拡大。ポバー
ル樹脂はアジアで競合激化、欧州で数量増。PVBフィルムは欧州建
築用途が好調。全体として原燃料価格高騰影響を受ける。

ポバール
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（億円）

537 531 50 40544 42
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減収・減益

減収・減益

横ばい・減益

増収・減益

差別化品へのシフトを推進。原燃料価格高騰の影響を受ける。
ポリエステル

自動車分野等で数量は好調。衛生材料は不調。原燃料価格高騰の影
響を受ける。

不織布・

面ファスナー

軽工品や研磨材等工業用途が堅調。靴用途は停滞。
＜クラリーノ＞

アスベスト代替のFRC（セメント補強材）用途は堅調。原燃料価格
高騰の影響を受ける。

ビニロン

10.8%
12.9%

10.1%

2.セグメント別概況
3.繊維

売上高

ROA

営業利益

1H ’04  1H ’05 1H ‘06 1H ’04  1H ’05 1H ‘06 1H ’04  1H ’05 1H ‘06



356 361 36 33
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減収・減益
歯科材料は米国で売上増。医療器材は薬価改訂の影響を受ける。

メディカル

減収・減益

「ジェネスタ」はアジアの電子材料向けが好調。活性炭は浄水用途
等が堅調。エンジニアリングその他事業は堅調に推移。

機能材料　　　　
　　・その他

ＲＰＴＶ需要減、価格下落により減収。本年度をもってオプトスク
リーン事業から撤退。

オプト

2.セグメント別概況
4.機能材料・メディカル他
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3.2006年度　業績予想

　145　76　69研究開発費

　280152　128減価償却費

　405238　167設備投資

　220121　99当期純利益

　410219　191営業利益

　370197　173経常利益

3,8501,937　1,913売上高

通期下期上期

前提　　　　　　　　　　　　　　　　　為替　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原燃料 　　　

¥115/ドル （ドバイ原油） ： 61ドル/ﾊﾞｰﾚﾙ

¥145/ユーロ　 （ナフサ） ： 50千円/ｷﾛﾘｯﾄﾙ
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ご参考：2006年度セグメント別業績イメージ

4102191913,8501,9371,913合計

▲ 115▲ 58▲ 57全社・消去

754233700339361機能材料・

メディカル他

9050401,070539531繊維

3601851752,0801,0591,021化成品・樹脂

通期下期上期通期下期上期

営業利益売上高

11
（億円）



＊単位：トン（ｔ）但しポバールフィルムは（万㎡）

ご参考：主要製品の生産能力
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本資料中の業績予想、見通し及び事業計画についての

記載は、将来の事業環境・経済状況等に関する現時点での

仮定・推測に基づいています。実際の業績は、これと異なる

結果となる可能性があることをご承知おき下さい。

金額表示は億円未満四捨五入にしております。


